

























　服部文男先生は、1923 年６月 28 日（木）午前９時、大阪府堺市の大島仲太郎（母方の祖父）
宅で服部英太郎・美代夫妻の一人っ子として生まれ、2007 年 12 月 30 日（日）仙台市の東北大
学医学部付属病院に入院中に逝去された。享年 84 歳と６か月である。［このように曜日がすぐ
分かるのは、文男先生から生前頂いた手作りの万年暦のお蔭である。因みに生年 1923 年の９
月１日（土）関東大震災。昨年 2011 年３月 11 日（金）東日本大震災 etc.］
　私が最初に文男先生とお会いしたのは、1962 年４月、東北大学川内分校（教養部）で受講
した経済学部２年次専門科目「ドイツ語経済書講読」の授業で、テキストは Karl Marx, 
Lohnarbeit und Kapital であった。最後に先生とお会いしたのは亡くなられる２日前、2007 年
































院入院。70 年 10 月東北大学経済学部教授となり、以後補導協議員、評議員、学生部長、経済
学部長を歴任。87 年１月 23 日（金）最終講義（「人と思想と本」）を行い、87 年３月東北大学
を停年退官した。88 年４月～ 91 年３月宮城学院女子短期大学国際文化科契約教授。2005 年８
月肺（腺）癌と告知され、イレッサ服用開始。07 年 11 月酸素補給療法に切り替えたが、12 月
４～ 13 日「胸水貯留」排出のため東北大学医学部附属病院に入院・手術。12 月 25 日年末年
始を安全に過ごすため再度入院したが、12 月 30 日容態が急変して、深夜に逝去された（大村 
泉・窪 俊一編『観の眼 見の眼－服部文男随想録－』服部先生の思い出を語る会 2008 年３月；
大村 泉・大和田 寛・荒川 繁・石原 博・長山 雅幸編：東北大学社会思想史ゼミナール 会報 
特別号『源泉』1987 年３月；大友 福夫編『社会政策四十年－服部英太郎博士追悼・遺文集－』









































































す。（服部文男「これまでと　これから」、大村 泉・窪 俊一編『観の眼 見の眼－服部文男随想
録－』服部先生の思い出を語る会 2008 年３月、197-198 頁）
　以上全体が大変味のある文章であるが、ここでは「服部文庫」との関連で、下線部サン・シ
モン『著作選集』三巻に注目したい。これは『服部 英太郎・文男 遺文庫　目録』（尚絅学院
大学 図書館 2012 年７月）p.241 の Œuvres choisies de C.-H. de Saint-Simon　t.1-3, Bruxelles 
1859 のことであり、その t.1 に含まれている『19 世紀の科学的諸業績序論』（Introduction aux 







れておきたい。同上遺文庫『目録』164 頁に Adolf Hitler, Eine Abrechnung（Mein Kampf: 


















たところ［アドルフ・ヒトラー『完訳 わが闘争』（上）平野一郎・将積 茂訳、角川文庫［1973］ 
1974.3 四版、407-415 頁－引用者］…そういったところが削除されているわけでございます。」
「このとき以来人の心を表わす本というものが人為的に歪められている、あるいは削られてい
るのではないかということについてずっと関心を持ち続けて来たわけであります」（服部文男
最終講義「人と思想と本」、前掲服部『マルクス探索』226-227 頁）。検閲というものの恐ろし
さ、このようにナマに切り取られたり、伏字にされたり、戦後のアメリカ進駐軍のように書き
直させて検閲の跡を消してしまったり、あるいはレーニンのように丸ごと原稿を没収された
り、発売禁止にされたり、出版される場合にも検閲を考慮して「奴隷の言葉」で書かざるをえ
なかったり等々。社会思想史の研究者は、そういう現実を知らねばならないというのである。
　これは服部文男が旧制二高に入って間もなく、17-18 歳の頃のことであるが、「その時の印象
が非常に強烈だった」。服部文男先生の社会思想史研究の学問的・批判的視点の原点がここに
あるように思われる。服部文男「最終講義」ではこの批判的視点を、御自身の座右の書：宮本
武蔵『五輪書』及び柳生宗矩『兵法家伝書』に即して「観見二つの眼（まなこ）」として説明
されている。「見」は「眼前にあるものを見ること、目で見ること」、「観」は「心で見ること」
「心を聞くなり」。この「二重の思考」を堅持することが大切だというのである（同上書 239-
240 頁）。私流に上述ヒトラーの例で言うと、まず眼前にある削除されたヒトラーのテキスト
をあるがままに見ること（ヒトラーの書物でさえ、日本の国家にとって不都合な叙述部分は抹
消される！それが検閲！）。そこからさらにそれが紙背で、心で語っている検閲・削除・歪曲
（38）
等々される前の真の姿を、心で観ること、心を聴くこと。そのようにして見えてきた姿の実在
を証明する資料・文献等（この場合はヒトラーのオリジナル書物）を全精力を傾けて探求し、
それらを分析し、目で見える形に表すこと。これが社会思想史研究の真髄だということになる
であろう。恩師服部文男先生は、こういう姿勢を生涯貫かれた方である。
社会思想史・運動史研究のための宝庫「服部文庫」
－裁判報告『ライプツィヒ大逆罪裁判』（1872 年刊）を例に－
橋　本　　直　樹（鹿児島大学教授）
　ご紹介いただきました鹿児島大学の橋本です。服部英太郎先生が学長をされた福島大学の卒
業生であり－先ほど発表された相澤先生の受講生にもなるわけです－、服部文男先生を
慕って東北大学大学院に進学しましてからはその教え子の最後の世代の一人でした。したがい
まして、このシンポジウムで発表の機会に恵まれ大変光栄に感じております。
◆服部文男先生の『共産党宣言』研究
○文男先生の研究と『宣言』　文男先生の研究分野はカール・マルクス、フリードリヒ・エン
ゲルス、マルクス主義とそれに関連する思想史・運動史の領域と多岐にわたっておりますが、『資
本論』、特にその形成史、『共産党宣言』、レーニン『帝国主義論』形成史が中心でした。なか
でも現在の私の研究テーマに関係深いのは『共産党宣言』の研究です。
　『共産党宣言』は、現在、『資本論』とともにマルクスの二つの主著の一つと一般には受け止
められています。しかし、本来は 1848 年２月に「共産主義者同盟」というもっぱら手工業職
人・労働者を主とする秘密結社の綱領として無署名で発表された文書です。さらに、その規約
によりますと、組織の綱領としてはそもそも 1848 年のただ１年間だけ有効であると定められ
ていました。そのような性格をもつ文書が、今では広く一般に、マルクスとエンゲルスの共同
著作として、また社会科学上の一古典であり人類の学術遺産として知られ、読みつがれている
わけです。よく言われることですが『宣言』は世界で『聖書』に次いで出版部数が多く、翻訳
された言語やその点数も非常に多いのです。
○『共産党宣言』とは　その内容を簡単にご紹介するのは大変難しいのですが、まずは同盟の
綱領討議の総まとめであり、そしてなにより若い頃のマルクスとエンゲルスの思想の集大成で
す。彼らは資本主義社会における労働の辛さや人間の自己疎外を深く分析した疎外論の考え
方、また経済的要素が社会全体を大きく動かす原動力になっていると見る社会や歴史の唯物論
的把握を初めて打ち建て、資本主義社会の歴史、現状および将来の把握を行いました。『宣言』
ではさらにそうした考え方を基にして当時のヨーロッパの展望が描かれています。特にドイツ
の見通しです。経済はすでにイギリスやフランスのような資本主義だ。が、当時のドイツの政
治体制は、われわれに分かりやすく言いますと日本の幕末のように各藩に分かれた各邦国で形
成されていました。ですから、ドイツは、フランス大革命のように資本家が主人公となった政
治的変革によって、資本主義経済体制に見合う政治制度にすぐにも移行するだろう、と彼らは
見ました。そうなった後に、労働者たちが資本主義の成果の上に立つ、資本主義後の社会制度
